
第3章　方針の実現に向けた図書館サービス

１　図書館ネットワークの構築

（１）地域事情に即した図書館網の充実

項目 課題 第3次サービス計画での目標

児童用トイレの改修を行った

関係課と協議を図った

屋上庇へ防護ネットを設置した

◆結果

サービス方針Ⅰ　つながる図書館

中央図書館
の老朽化対
策

鎌倉市図書館は市の全域にサービスを行うことを目指し、各地域に１館ずつ、計５館で運営しています。利用状
況は各館で大きな差はなく、地域の人が近くの図書館を利用していることが伺えます。
市内のどこに住んでいても同じ図書館サービスが受けられるようにしていきます。

★「鎌倉市公共施設再編
計画」の進捗状況を見据え
ながら関係課との調整を図
る

第2次サービス計画での達成目標と結果

◆達成目標

市民1人当たり年間資料費200円（年間資
料費3,473万円）

市民1人当たり年間貸出冊数8.62冊（年
間150万冊の貸出）

◆結果

平成29年度：市民一人当たり年間資料費
156円（年間資料費2,688万円）

市民一人あたり年間貸出冊数7.8点（年
間135万点の貸出）

サービス目
標水準の設
定

さまざまな指標を活用し総
合的なサービス目標を示す
ことが必要

★市民一人あたり年間資
料費10円アップ
（156円→166円）
★市民一人あたり年間貸
出点数10点
（7.8点→10点）
★市民有効登録者数5％
アップ（45％→50％）
★資料保有数
（約62万冊→約65万冊）
★来館者一日平均2％アッ
プ
（5館合計約2,450人→約
2,600人）

本庁舎跡地への移転を見
据えた修繕計画の検討が
必要

◆達成目標

耐震診断の結果をふまえ、大規模修繕、
建替え、移転等の検討をする

平成26年７月18日に耐震診断を実施

※第3次計画からの新規目標には

★印をつけています。
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現存の図書館の蔵書構成の内容とバラ
ンスと規模の検討、効果的なサービス空
間の利用と機能の充実を図る

既存市有施設への拠点設置に着手する

移動図書館やサービスポ
イントの設置を検討する
（第2次計画からの継続）

未達成

市民に広くＰＲを進める
特に境界地域、図書館未
利用者へのPRを重点的に
行う
（第2次計画からの継続）

ブランクエリ
アへの対応

◆達成目標

地域、NPO、民間等の協力を得ることも
視野に、市内全域への拠点設置の計画
を進める

◆結果

「鎌倉市公共施設再編計
画」や中央図書館の移転
計画があり、今後の見通し
が不透明である

移動図書館やブランクエリ
アへのサービスポイント設
置への要望は多いが、応
えられていない

藤沢市および三浦半島地域の図書館と
はすでに広域利用の枠組みを構築済み
広域利用拡大に向けて近隣市に働きか
ける

◆結果

横浜市図書館との広域利用を実現した

隣接するすべての自治体
で相互利用が可能になった

広域利用

◆達成目標
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（２）開館日および開館時間の効果的な設定

項目 課題 第3次サービス計画での目標

平成11年2月から、開館時間が午前9時から午後5時までであったところを、祝日を除く木、金は午後7時までと拡
大しました。
平成29年及び平成30年度には開館時間や休館日の変更の試行を行い、より地域の利用実態に合った、利用し
やすい図書館を探っているところです。

第2次サービス計画での達成目標と結果

開館日の設
定

◆達成目標

◆結果

特別整理休館を振り分けて取得

蔵書点検に伴う連続休館を全館で短縮
することができた

平成30年度に、開館時間の延長の変わ
りに休館日を増やすことを試行した

出来る限り開館日数を維持していく

各館の立地条件に応じた開館時間を検
討

◆結果
開館時間の
設定 全館に来館者カウンタを設置し、利用状

況調査を実施
平成29年度に玉縄と大船、30年度に中
央と腰越で時間変更を試行

夜間開館は利用者要望が強く、今後も全
館で実施する

利用者のニーズの把握

現状に即した開館日数の
検討

◆達成目標

試行を踏まえ、利用しやす
い開館時間を設定する
（第2次計画からの継続）

★運営に必要な休館日を
確保しつつ、持続可能な開
館日数を検討する
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

レファレンス事例公開累計
200件、デジタルアーカイブ
を新たに1,000点公開を目
指す
（第2次計画からの継続）

★フリーWi-Fi導入の検討

★中央図書館のインター
ネットコーナーの見直し

（３）情報通信技術の活用

ホームペー
ジの活用

第2次サービス計画での達成目標と結果

いまや情報通信機器の保有率は国民の９割を越え、インターネットは日々の生活に欠かせないものとなっていま
す。図書館のサービスも、ホームページからの予約やリクエスト、館内の検索機など多くはインターネットを経由し
て行われるようになりました。ホームページなどは誰もが利用しやすいものにすることが求められます。
電子書籍導入については、コンテンツの少なさ、特に新刊の少なさが指摘されているところであり、導入のタイミ
ングを見極める必要があります。
国会図書館デジタル化資料送信サービスは、中央図書館のみの利用であり、地域館での要望に応えられていま
せん。外部データベースの種類やアクセス数も十分ではありません。

◆達成目標

お知らせや行事内容の随時更新が可能
となった

より分かりやすく即時性の
あるページ作り
（第2次計画からの継続）

図書館システムと連携する
ことで業務負担を軽減
（第2次計画からの継続）

パスファインダーのデータ
化やより積極的なPR媒体
としての活用

デジタルアーカイブの更な
る公開

利用者用イ
ンターネット
利用端末

◆達成目標

段階的なプリント提供

◆結果

中央図書館において、国立国会図書館
のデジタル化資料配信サービスの運用を
開始した

「調査研究のために用い
る」という図書館の設置目
的や運用方法の再検討が
必要

地域館では国立国会図書
館のデジタル化資料配信
サービスを提供できていな
い

レファレンス事例の公開とデジタルアーカ
イブの充実

◆結果

レファレンス事例公開件数が2018年3月
現在で100件を超えた

平成27年度に行ったシステム更新によ
り、ホームページ上からのレファレンス登
録、事例検索を実現、デジタルアーカイブ
を順次公開することができた
写真･錦絵･古典籍･震災資料･図書館刊
行物　計778点

蔵書検索や予約、マイページ等機能の充
実を図ることができた

地域館でも国立国会図書
館のデジタル化資料配信
サービスを提供する
（第2次計画からの継続）
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わかりやすい表示･利用方
法の作成
（第2次計画からの継続）

地域館にデータベース用の
端末設置を検討する
（第2次計画からの継続）

導入のタイミングを検討す
る
(第2次計画からの継続)

地域館にデータベース用の
端末設置を検討する
（第2次計画からの継続）

地域館ではデータベース用
の利用者端末がない

要望はあるが、コンテンツ
がまだ限られており、特に
新刊が少ない

国会図書館デジタル化資
料の配信サービスは中央
図書館のみ
地域館では未達成

利用者向け研修会の実施

◆結果

未達成

◆達成目標

データベース
の活用

一部の利用者のみが使用
している状態である

データベースの種類を増や
す（第2次計画からの継続）

サービスの浸透を図る

国会図書館デジタル化資料の配信サー
ビスを提供する

◆結果電子書籍

◆達成目標 ★登録者であれば市内在
住在勤でなくても利用でき
るようにする

国会デジタル化資料を地域
館でも利用できるようにす
る
(第2次計画からの継続)

国会図書館デジタル資料配信サービス
の提供を始めた

毎年研修会を実施

PRをもっと積極的に行う
（第2次計画からの継続）
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

市民・団体と
の連携協力

★市内各地域図書館と、そ
れぞれの市内各地域の協
力団体との連携を周知し、
継続的にすすめるために
窓口を作る

図書館が市民団体の活動
の場となることがまだ周知
されていない

第2次サービス計画での達成目標と結果

（４）連携協力

さまざまな資料提供やイベントの開催、サービスの向上のために、市の関連部署との横の連携、及び各団体や
類縁機関と連携します。

◆達成目標

各団体との連携の維持強化に努める

市民協働事業を通じ、地域館2館で協力
団体と連携した

◆結果

新たな連携可能な団体を探り、協働の機
会を増やす

市民活動団体の活動場所や発表発信の
機会のサポートを行った

視察や教員研修を継続的に実施する

◆達成目標

他機関や学校教員等の図
書館サービスへの理解をさ
らに深めてもらうにはどうし
たらよいか

周知不足による開催中止
があった

教員研修・
視察の受け
入れ

市役所およ
び市内各種
機関

◆達成目標

◆結果

定期的に協議の場を持ち、データの共有
を図る

鎌倉国宝館、鎌倉市川喜多映画記念館
等、市内公共施設と連携し、講演会等を
共催し、共通の利用者を多く得ることがで
きた
また、資料提供等の協力ができた

市政の課題及び市内各種
機関の動きを十分に把握し
ていない

市政と市内各種機関の課
題を把握し、お互いの目標
を達成できるような活動を
検討する
（第2次計画からの継続）

他機関や学校教員等の図書館サービス
への理解をさらに深めてもらう

ホームページ等を使ってPR
を強化する
（第2次計画からの継続）

継続的かつ計画的に視察
や研修を実施していく
（第2次計画からの継続）

◆結果

継続的に視察や教員研修を実施した
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２　利用者に応じた読書の支援

項目 課題 第3次サービス計画での目標

新刊や複本が不足している

研修の不足

現在の子どもを取り巻く環
境を把握する
（第2次計画からの継続）

子どもと一緒に来館しても
らうための工夫が足りない

開催日が分かりにくい

開催回数が少ない

PRの不足
子どもがいる場所へのPR
の強化
（第2次計画からの継続）

参加人数の減少

参加者の低年齢化

いつでも子どもと気兼ねな
く利用できる児童コーナー
の環境・仕組みをつくり、Ｐ
Ｒする
（第2次計画からの継続）

◆結果

深沢図書館の児童コーナーに、子育て情
報コーナーを設置

子どもが手に取りやすいようにテーマ別
や対象別の本の配架につとめた

中央図書館の子供用トイレの改修実現

施設面

サインや見出しの工夫が足
りない

児童コーナーが独立してい
ない

子どもにわかりやすいサイ
ンや見出しを工夫する
（第2次計画からの継続）

◆達成目標

◆結果

子どもの発達に応じた選書を行い、子ど
もの本の充実を図る

★財源の確保を検討する

あらゆる機会をとらえ、子ど
もからの要望に目を向け、
ニーズを捉える
(第2次計画からの継続)

◆達成目標

サインや案内図を充実させる

第2次サービス計画での達成目標と結果

(1)子どもの読書活動の支援

蔵書の充実

平成29年度に「第３次子ども読書推進計画」を策定しました。これに基づき、子どもの読書活動の支援を行ってい
きます。

土日開催の実施

配架の見直し
（第2次計画からの継続）

おはなしコーナーの環境整備

行事・イベン
ト

◆達成目標

要望の多い行事の開催回数を増やす

子どもが本に関心をもつようなイベントの
実施

◆結果

土日・夜間のイベント開催

英語のおはなしかい、手話つきおはなし
会の実施

イベントのバリエーションが
少ない

子ども向けイベントの多様
化
（第2次計画からの継続）

効果的な開催日・開催時間
の検討
（第2次計画からの継続）

ブックフェアや出版社の出張販売などの
機会を捉え、本の中身を手にとって確認
しながら選書し、より良い本を手渡せるよ
う努めた
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行事以外のサービスの展
開

ＰＲの充実
（第2次計画からの継続）

★「読書通帳」の配布

SNSの再検討
（第2次計画からの継続）

◆結果
読書がしにく
い子どもへ
のサービス

英語のおはなしかい、手話つきおはなし
会の実施

LLブック、大活字本の購入

世界のわらべうた大会や布えほんであそ
ぼう等のイベント

中高生への
サービス

◆達成目標

◆結果

ニーズに合わせた貸出
サービスや訪問サービスの
実施
（第2次計画からの継続）

子どもへの
働きかけ

◆結果

ホームページの更新に努める

本の紹介リストの作成

ツイッターでのPR

HPの充実･更新

読書になじみがない子に対
しての働きかけが足りない

より効果的な情報発信の
方法

情報を届けた後に分析が
ない

◆達成目標

市の関係課、関係団体と情
報交換を行なう
（第2次計画からの継続）

本の紹介リストを活用して
子どもに届く働きかけを工
夫する
（第2次計画からの継続）

フロアーワークの重視
（第2次計画からの継続）

◆達成目標

中高生が自ら企画に関われるイベントの
実施

イベントやサービスの実施

学校図書館訪問の継続的実施

ＹＡ委員会による学校図書館訪問（大船
中学校、栄光学園、鎌倉高校）

棚の改造計画や、ポップ･帯作成を通し、
中高生による情報発信の場を提供した

中高生が自ら企画に関わ
れるイベントの実施

ビブリオバトル等、中高生
が自ら企画に関わることの
できるイベントの実施
（第2次計画からの継続）

多言語によるおはなし会の
実施
（第２次計画からの継続）

本の紹介リストを毎年、年齢別やテーマ
別に更新する

★「図書館コンシェルジュ」
の配置

現状の把握と、望まれているサービスを
把握する

英語のおはなしかい、手話つきおはなし
会の実施

望まれているサービスの把
握
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セット貸出パックの内容や
学校搬送体制をより充実さ
せていくことが課題

学校図書館専門員・読書
活動推進員研修の見直し

訪問サービ
ス

学校支援
（小・中・高
等学校）

平成２８年度より学校搬送体制の確立

平成３０年度よりよみものパック整備

学校図書館専門員・読書活動推進員研
修の継続実施

訪問サービスが不足してい
る場所を把握する
（第2次計画からの継続）

◆達成目標

◆結果

鎌倉市学校教育研究会、図書館部会へ
の定期的出張

搬送体制の確立

セット貸出パックの内容の更新

学校図書館専門員・読書活動推進員研
修の継続実施

学校の求める図書館サー
ビスが不明確

セット貸出パック選本の十
分な予算がとれない

ボランティアグループとの
訪問サービスの実施
（第2次計画からの継続）

打合せや会議等で学校関
連課との連携を強化
（第2次計画からの継続）

★モデル校を活用するなど
して学校の教員とも情報交
換の機会を持つ

学習パック、子ども読書
パック、よみものパックの授
業での活用の仕方の把握
（第2次計画からの継続）

★学校カリキュラムの研
究・検討

◆達成目標

訪問サービスは、依頼者の希望どおりに
訪問

多様な訪問サービスに対する体制づくり

おはなしボランティアの他、地域のボラン
ティアグループとの協働による、おはなし
会などの訪問サービスの実施

◆結果

訪問サービスが不足してい
る場所を把握する

訪問サービスの意義につ
いてとらえなおす

「ボランティアとの協働」を
「ボランティアグループとの
協働」に発展させたい
グループとの訪問サービス
の検討も行う

訪問サービスの意義につ
いてとらえなおす
（第2次計画からの継続）

28



講座や交流会の継続開催
（第2次計画からの継続）

子どもを取り巻く大人にど
のようなサービスが必要な
のか検証する

子ども関連施設への子ども
読書パックの貸出
（第2次計画からの継続）

◆結果

市内で活躍するボランティ
アグループの把握ができて
いない

職員のスキルアップを図る

おはなしボランティア養成講座の継続的
開催

交流会の継続的開催

市内の子どもに関わる施設へ本を提供す
る

◆結果

子どもを取り
巻く大人へ
の支援

必要としている施設へ寄贈
本の提供を継続する
（第2次計画からの継続）

★これから赤ちゃんを迎え
る方々等へのおはなし会な
どの実施

児童図書館
員の養成

◆達成目標

児童図書館員養成専門講
座への継続的参加と職場
への還元

児童図書館員養成専門講
座への継続的参加と職場
への還元
（第2次計画からの継続）

児童図書館員養成専門講座への参加

おはなしボランティア養成講座、ステップ
アップ講座、交流会の年１回の継続的開
催

ステップアップ講座の開催

子どもの家の指導員や保
育士との交流の機会が少
ない

子ども読書パックや寄贈本
の提供を必要としている施
設に情報が伝わっていない

深沢図書館の児童コーナーに、子育て情
報コーナーを設置

鎌倉市子ども読書活動推進計画に関す
る連絡会議の実施

子育ての本、子どもの本に関する書籍の
別置

寄贈本の提供

◆達成目標

おはなしボランティアの交
流会や、読書相談を通しよ
り求められているニーズを
把握する
（第2次計画からの継続）

29



項目 課題 第3次サービス計画での目標

地域の生活情報の収集･提
供体制を作る
（第2次計画からの継続）

地域ならではの講座の開
催
（第2次計画からの継続）

時機に沿ったテーマ設定の
講座の開催

パスファインダーの更新が
できていない

時機に沿ったテーマ設定の
講座の開催
（第2次計画からの継続）

健康情報と医療情報の切
り分けが難しい

★目的を明確にしたイベン
ト計画を立てる

◆結果

様々なテーマの「暮らしのお役立ち講座」
の開催で地域の専門家、専門機関との
連携協力をはかった

イベント開催の先にある目
標があいまいである

パスファインダーの作成と
更新を年１回以上行なう
（第2次計画からの継続）

★エビデンスに基づいた最
新の情報の提供

◆達成目標

市民講師の活躍の場の提供

資料収集範囲を拡大する

講座、読書会を継続して行う

◆結果

資料選定会議で、時機に合った資料収集
に努めた

（２）成人支援

第2次サービス計画での達成目標と結果

◆達成目標

医療情報支
援

生涯学習の
啓発

講座の定期開催等、継続的な学習機会
の提供ができた

生活情報の
収集提供

法改正や制度改正に応じた資料の更新
に努める

社会の複雑化に伴い、めまぐるしく変化する時代に対応していくには、従来の知識、技術だけでは対処できなく
なってきています。新たな知識、技術への対応、情報活用能力の向上や豊かな国際性を身につけるために、生
涯にわたり学習していくことが求められるようになりました。
日々の仕事や暮らしを支えられるよう、常に新しく必要な情報を提供できるよう努めます。
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

関係課との連携

「認知症にやさしい本棚」
コーナーの充実
（第2次計画からの継続）

市内公共施設を対象に
サービスポイントとしての協
議を進める
（第2次計画からの継続）

市内公共施設への働きか
けが必要

大活字本・朗読CDの充実
（第2次計画からの継続）

鎌倉市は、全国の高齢化率を上回る超高齢社会を迎えています。いつまでも図書館を身近に利用していただけ
るような環境を考慮し、整えていきます。また、長年培った知識や経験を活かす場のひとつとなり、ほかの世代と
の交流の場となれるよう努めます。

利用しやす
い環境整備
と使いやすさ
の向上

知識や経験を活かす活動
の場の提供
（第2次計画からの継続）

◆達成目標

第2次サービス計画での達成目標と結果

サービスポイント設置の計画を進める

◆結果

施設のバリアフリー化をすすめた

新たな読書機器の設置

大活字本、朗読CDの充実

高齢者施設訪問サービスの実施

（３）高齢者支援

「認知症にやさしい本棚」コーナーの設置

地域のサービスポイントに求められる
サービス要素や受入可能な施設の検討
を行った
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

ア．障がい者サービス

障害者差別解消法の成立で、これまで以上に設備面、識字面でのバリアフリー化に取り組むことが必要とされて
います。また、日本語を母語としない方に向けて、英語以外の言語の資料の収集が求められています。
図書館利用の割合が低い地域への図書館利用率を上げる取組は継続的な課題となっています。

図書館ホームページへの録音図書一覧
の掲載

絵などを用いた掲示、案内を行う

利用案内などにFAXやメールアドレスを
掲載し、周知と活用を図る

情報発信

◆結果

郵送サービスの利用者は徐々に増加し
ている

デイジー図書の充実

サービス対
象者の拡大

◆達成目標

◆結果

視覚、身体以外の障がいのある方への
サービスを開始する

手話の研修を複数回行った

手話のおはなし会を行った

基本的な対応が職員間で
周知できていない

基本的な対応を職員全員
ができるようにする
（第2次計画からの継続）

録音テープ図書のデイジー
化、新たな作成について、
時間がかかる

（４）図書館を利用しにくい人へのサービス

一般貸出の朗読カセット、CDの所蔵リス
トの作成と設置

一般貸出の大活字本の所蔵リストの作成
と設置、ホームページ公開

第2次サービス計画での達成目標と結果

◆達成目標

図書館の障がい者サービスの周知を図
る

障がい者の活用を目標に情報を発信す
る

各種媒体での利用案内の作成配布（墨
字、拡大文字、録音図書など）

日本郵便の郵送事業変更
への対応と郵送費用の確
保

ホームページやSNSでの図
書館からの利用方法等の
情報発信
（第2次計画からの継続）

読み上げソフトに対応した
ホームページの構築
(第2次計画からの継続)
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わかりやすい日本語による
利用案内作成
（第2次計画からの継続）

PRの強化
（第2次計画からの継続）

職員の研修
（第2次計画からの継続）

◆達成目標

◆結果

ボランティア団体との協働を図りながら、
実施をめざす対面朗読

特別支援学
級、特別支
援学校等へ
のサービス

PR不足

現状として活用事例がない

ニーズの把握
（第2次計画からの継続）

資料提供の方法の検討
（第2次計画からの継続）

マルチメディアデイジーの
利用促進を図る
（第2次計画からの継続）

◆達成目標

他機関との
連携

相互貸借の開始

ボランティア団体との協力
によるサービス提供の検討
（第2次計画からの継続）

ボランティア団体によるサービスの紹介

ホームページ上のサピエ図書館への加
入による公共図書館及び点字図書館と
の連携の開始

サービスの周知

専門機関からの情報収集
に努め、新たなサービスの
可能性をさぐる
（第2次計画からの継続）

◆達成目標

布えほん作成のボランティア団体との協
働をすすめる

◆結果

マルチメディアデイジーの特別支援学級
への貸出を開始

障がいの特
性にあわせ
た資料や
サービス方
法の開拓・
活用

障がいの特性に合わせた
要望の把握・検討

他機関のサービスを利用者へ情報提供
できるよう資料を作成する

市役所の福祉関係部署と連携し、市の福
祉政策の一環として障がい者サービスが
位置付けられるよう努める

◆結果

大活字本・朗読CD等の資
料や補助機器の充実とＰＲ
（第2次計画からの継続）

LLブックの収集開始

◆達成目標

◆結果

マルチメディアデイジーの特別支援学級
への貸出を開始

現状とニーズを把握する

周知方法の工夫

サービス実施の見通しが
立っていない

マルチメディアデイジー図書の貸出を行う

LLブックのブックリストの作成

★活字の大きなお知らせ
の作成
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

多言語のおはなし会の継
続実施
(第2次計画からの継続）

◆結果

基本資料の選定方針がな
い

イ．日本語を母語としない方へのサービス

外国語絵本、児童書の充実

次期コンピュータシステムで多言語対応
の検討

国際交流団体からの情報収集

◆結果

毎年、一定の収集予算の確保

多言語資料
の収集・提
供

英語以外の言語資料の充
実が図れていない

多言語資料の収集に努め
る
（第2次計画からの継続）

次期コンピュータシステム
で多言語対応の検討を行う

英語以外の言語の利用案
内作成
（第2次計画からの継続）

英語の利用案内の更新
（第2次計画からの継続）

利用案内

英語でのカウンター対応研
修
（第2次計画からの継続）

子どもへの
サービス

生活情報の
提供

◆達成目標

資料の定期的な更新を図る

地域の多言語情報資料の収集提供に努
めた

生活情報パンフレット等の
収集が不十分

関連機関への情報提供を
よびかけ、資料の充実を図
る
（第2次計画からの継続）

◆結果

◆達成目標

外国語絵本、児童書の充実を図る

他の言語でのおはなし会を行う

◆達成目標

窓口での数カ国語対応について研修を
行う

次期コンピュータシステムで多言語対応
の検討を行う

未達成

◆結果

◆達成目標

多言語対応の図書館ホームページを検
討する

多言語対応の図書館ホームページの検
討

第2次サービス計画での達成目標と結果

多言語おはなし会、わらべうたの会の開
催

★外国語絵本リストの作成

基本資料の選定方針の作
成
(第2次計画からの継続)

児童書基本資料の充実
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

必要予算の増額を求める
（第2次計画からの継続）

◆結果

ウ．その他

子ども関連施設への子ども
読書パックの貸出の継続
実施

読書パック作成のための蔵
書が不足している

第2次サービス計画での達成目標と結果

グループ貸
出

◆達成目標

◆結果

ブランクエリアの状態をみて実施する

学校、学童、子育て支援セ
ンター、子ども会館等の施
設への子ども読書パックの
貸出の継続実施
（第2次計画からの継続）

団体貸出を廃止し、団体貸出蔵書による
学校等への子ども読書パック貸出へ移行

◆達成目標

◆結果

団体貸出の運用の見直しを行う

ニーズを把握し、サービスの検討を行う

来館できな
い方への
サービス

実費での宅配サービスを実施

継続的にサービスが提供できるよう、契
約業者との調整を図る

情報収集がすすまず、調査実施まで至ら
なかった

ホームページ、SNSでの図書館の利用方
法等情報の発信に努めた

◆達成目標

必要な方への周知の拡大

求められるサービスの把握
（第2次計画からの継続）

施設への訪問サービスの
実施を開始したが、まだ事
例は少ない

市内公共施設の協力が必
要

市内公共施設を対象に、
サービスポイントとしての検
討を行う
（第2次計画からの継続）

図書の宅配
移行･実施についての周知
がまだ不足している

★ボランティアの活用を検
討する

利用案内、ホームページ等
での実施についての周知
（第2次計画からの継続）
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

資料管理方針及び基準の
改定
（第2次計画からの継続）

適正な資料費の算出と要
求
(第2次計画からの継続)

地域の課題に即した資料
収集の工夫
（第2次計画からの継続）

★危険要素の洗い出し

第2次サービス計画での達成目標と結果

◆達成目標

資料管理方針及び基準の改定を行う

集中選書を実施する

◆結果

空調設備は未着手

「本の修理講座」修了者によるボランティ
ア活動を定期的に実施

書庫保存資料の分担保存計画、移動も
完了した

◆達成目標

資料の保
存・管理 ◆結果

書庫保存資料の分担保存計画を決定し
資料の移動を完了する

空調設備を改善する

「本の修理講座」修了者によるボランティ
ア活動の組織化を図る

３　資料･情報の提供

（１）  選書、収集方針

利用者の要望で最も多いのが資料の充実です。市民のニーズは年々範囲が広がり、また高度化しています。全
国同規模自治体で比較しても、資料の予約･リクエスト数は上位に入りますが、資料購入費は減少傾向にあり、
県内相互貸借への依存が目立ちます。
今後、厳しい財政状況の下、資料購入費を維持・充実させていくためには、図書館振興基金の活用等の新たな
財源の確保策の検討が必要です。

資料収集

保存スペース、保存環境の
不足
特に近代史資料について
は、喫緊の課題である

★関係課と連携した保存環
境の整備

鎌倉市図書館全体としての
蔵書構築のための体制づく
り

★公共施設再編計画をに
らんだ保存スペースの算出
と保存環境の整備

資料費の不足

★図書館として資料選定の
力を維持するための研修
の実施

毎月2回の選定会議の開催により、集中
選書の体制が整った

★選書ツールのリストアッ
プと情報共有

災害時に備える分担保存
の検討と確保
（第2次計画からの継続）

★書店が持ち込む現物を
見て選書する方法（見計ら
い）の復活検討
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著者典拠データの活用を
図る
（第2次計画からの継続）

不統一なデータの整備
（第2次計画からの継続）

国立国会図書館MARCをメ
インMARCとして登録できる
システムは既に開発されて
いるが、民間MARCほどの
使い勝手がよくない点も加
味し、検討する
（第2次計画からの継続）

複数のMARCデータが混在
化していることにより、不整
合が発生している

平成29年度からメインのMARC(機械可読
目録)を変更し、著者典拠データの活用を
開始した

書誌データの統合や変更が容易に正確
に行えるようになった

◆達成目標

国立国会図書館データを活用できる仕組
みを図書館システムに持たせる

◆結果

平成27年度に行ったシステム更新によ
り、国立国会図書館データを個別に登録
できるようになった

資料データ
の整備
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

ブランクエリア対策が不十
分

★市民一人あたり年間資
料費10円アップ、資料保有
数約65万冊を目指す

★セルフ貸出機の利用を
5.7％から10％にあげる

★貸出数減少の原因分析

新たな資料との出会いにつ
ながるような企画･展示の
実施
(第2次計画からの継続）

資料費の不足により資料
の更新ができない

★インターネット配信につ
いての検討

CD・DVD等メディア利用の
減少

◆成果

DVD、CDの劣化、保存問
題

インターネット配信利用に
ついての検討が必要

◆達成目標

市民1人当たり年間貸出冊数8.62冊（年
間150万冊の貸出）

利用者のニーズを把握しつつ、映像の特
性を活かした資料や地域を知るための資
料など、図書館ならではの蔵書構成を目
指す

貸出（全般）

◆結果

資料費は平成25年度以降は3,000万円を
下回っており、2,500万円前後で推移して
いる

貸出数は減少している
全国的な傾向であるが、要
因の調査と分析は必要

図書館施設と蔵書の魅力
を高める
（第2次計画からの継続）

既存の公共施設の調査な
ど、引き続きサービスポイ
ントの設置に向けて検討を
行う
（第2次計画からの継続）

（２）  貸出

第2次サービス計画での達成目標と結果

貸出（ＡＶ資
料）

企画展示やイベントは多く開催しており、
関連図書の利用に結びついている

魅力的な企画展示の定期的実施

新規利用者の開拓に努める

市民のより身近な場所にサービスポイン
トを設ける

平成28年度実績で市民1人当たり年間貸
出冊数7.8冊（年間135万冊の貸出）と、平
成２４年度以降達成できていない

◆達成目標

資料の更新

新規購入は落語・朗読CDを主とし、その
ほかは寄贈CDを活用した

★市民1人あたり年間貸出
冊数10冊を目指す

資料費の減額をくい止め、市民の要求に
応えることができるよう、資料の購入に努
める（タイトル数の増加を図る）

適正な資料費の算出と要
求
(第2次計画からの継続）
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

貴重資料を閲覧する場所
がない

資料の劣化を防ぐ環境整
備に努める
（第2次計画からの継続）

資料の劣化を防ぐ環境整備に努める

製作者と著作権上の問題点の調整を進
める

◆達成目標

★移転･複合化に向けて必
要な機能や面積の検討レイアウトの見直し

新中央図書館建設の検討閲覧スペー
ス

◆結果

レイアウトの見直しを行い、新しいスペー
スを作った

地域図書館での国立国会
図書館デジタル資料の閲
覧を開始する
（第2次計画からの継続）

未整備

貸出（視聴
覚ライブラ
リー）

16ミリフィルム自体製作さ
れておらず、機材の部品も
製造中止になっているた
め、修繕が困難
特に郷土関係のフイルム
については、新しい媒体へ
の移行を検討する必要が
ある

第2次サービス計画での達成目標と結果

（３）閲覧

◆成果
上映権付AV資料の購入に
より補うことも検討
（第2次計画からの継続）

資料を保護しつつ、閲覧できるような方法
の工夫

所蔵資料のデジタル化を進
める必要がある

貴重資料・写真のデジタル
化とホームページ公開を進
める
（第2次計画からの継続）

◆達成目標

閲覧困難な
資料の対応

国立国会図書館のデジタル化資料の閲
覧を可能にする

中央図書館での国立国会図書館デジタ
ル化資料閲覧開始

◆結果

◆達成目標

閲覧スペース･くつろぐため
のスペースが少ないことは
市民からも繰り返し指摘さ
れている

ゾーニングを念頭にしたレ
イアウトの見直し
（第2次計画からの継続）
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

★予約受付から提供まで
の期間分析を行い、期間短
縮を実現する

督促頻度や方法を検討し、
改善する
（第2次計画からの継続）

◆達成目標

第2次サービス計画での達成目標と結果

予約サービスの浸透を図る

（４）予約･リクエスト

話題の本は、各館1冊は購
入できるようにする
（第2次計画からの継続）ホームページ上でブックリスト等から予約

できるなど、新しいアプローチの工夫を行
う

ハガキ連絡の廃止を検討

◆結果

利用登録時に、予約の案内を行ってお
り、予約サービスは浸透している

ブックリスト等からの予約は、一部達成し
ているが、まだ十分ではない

集中選書の実施

ハガキ連絡廃止の検討は行ったが、電話
で連絡がつかない場合の対応など課題
が残る

複本購入がなかなかでき
ず、提供まで相当期間か
かっている

メール連絡の積極的周知を行う

メール連絡の周知もチラシや登録時の案
内で浸透している

予約（市内に
所蔵がある
資料への予
約）

集中選書の実施

鎌倉市図書館は、県内の同規模自治体と比較すると、予約･リクエスト数が多いことが特徴です。限られた予算
の中で多様化する要望にどう応えていくかが課題です。
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選定会議でリクエスト購入
の可否を検討しているが、
予算が足りず相互貸借で
対応する場合が多々ある

★リクエスト受付から提供
までの期間分析を行、期間
短縮を実現する

資料購入費がリクエスト数
に追いついていない

★リクエストの分野分析か
ら市民のニーズを探る

物流量が多く、県が設定し
ている送付量を超えている

◆結果

相互貸借サービスを知らな
い利用者に対しては、更に
周知を図る必要がある

相互貸借の事務量は増加
しているが、蔵書の充実に
は結びつかず、決して効率
がよいとはいえない

職員間の交流を図り、協力
事業の開催を検討する
（第2次計画からの継続）

年間を通じて適正な物流を行う

相互貸借サービスは浸透している

県内の図書
館からの借
用による提
供

本市の相互貸借による借
用件数は、県内トップで、
本来、購入すべき資料も借
用に頼っている現状がある

◆達成目標

鎌倉女子大
学との連携

◆結果

オンラインによる予約を運用開始し、図書
館システムを用いて相互貸借業務を行え
るようになった

相互貸借サービスの浸透を図る

週１回の巡回車による資料
の相互貸借、複写資料の
提供、紹介状発行を実施し
ているが、あまり利用され
ていない

相互貸借業務以外の協力
事業、交流が図られていな
い

◆達成目標

システム更新時にインターネットからの購
入希望受付が簡便に、確実に行えるシス
テムを検討する

リクエストサービスの浸透を図る

◆結果

リクエストサービスは浸透してきている
が、予約ほどは浸透していない

インターネットからリクエストを受付けるシ
ステムを導入した

PRの強化
（第2次計画からの継続）

予約とリクエストを一括で点数管理できる
システムの導入

◆達成目標

協力事業の開催を検討する

継続的な連携を進める

職員間の交流を図る

リクエスト
（市内に所蔵
がない資料
の希望） 適正な資料費の算出と要

求
（第2次計画からの継続）

相互貸借の目的・意義を再
確認し、目的にかなった資
料を借用する
（第2次計画からの継続）

★借用した資料の個別の
分析を行い、選書の判断に
活かす
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利用者負担なしで提供を続
けるための郵送費を確保
する
（第2次計画からの継続）

項目 課題 第3次サービス計画での目標

市内各館のそれぞれの地
域の情報収集について資
料管理で充実に努めること
を確認する必要がある

地域の情報の収集タイトル
を広げる
（第2次計画からの継続）

サービスの周知

パンフレット、ちらし、などの
展示・保存のための資材を
獲得し、連携先への要請も
継続的に行えるようシステ
ム作りを行う
（第2次計画からの継続）

第2次サービス計画での達成目標と結果

◆達成目標

収集や配布の範囲基準の見直しを行う

陳列方法の工夫

パンフレッ
ト、チラシ等
の収集と配
布

重点事業や情報弱者サー
ビスと連動するテーマを明
確化する必要がある

重点事業に関連するもの
は積極的に収集する
（第2次計画からの継続）

中央館と一部地域館において、ちらしの
陳列方法に改良を試みた

陳列方法の工夫を更に研
究していく必要がある

◆達成目標

◆結果

国会図書館デジタル資料配信サービス
の提供を始めた

地域館からでも県外から取り寄せた資料
を貸出･返却できるようにした

サービスの浸透を図る

国会図書館デジタル化資料の配信サー
ビスを提供する

国会図書館デジタル化資
料の配信サービスは中央
図書館のみ
地域館では未達成

国会・県外
からの借用

（５）情報提供サービス

ホームページ等でわかりやすくサービス
を周知する

◆結果

◆達成目標

図書館ホームページにサービスを掲載
し、紹介状の様式をダウンロード可能にし
た

紹介状発行

◆結果

国会デジタル化資料を地域
館でも利用できるようにす
る
（第2次計画からの継続）

★登録者であれば市内在
住在勤でなくても利用でき
るようにする

事務手続きを簡便にして迅速に発行でき
るようにする

必要な人にサービスが周
知されるよう努める
（第2次計画からの継続）
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フリーWi-Fi導入も検討する ★フリーWi-Fiの導入

台数の見直し

「調査研究のために用い
る」という図書館の設置目
的や運用方法の再検討が
必要

★「調査研究のために用い
る」という図書館の設置目
的や運用方法の再検討

◆達成目標

◆結果

いずれも未達成

地域館にもデータベース用端末のプリン
ターを設置

端末台数の増加

外部データ
ベース

地域館に専用端末がない

★専用端末台数を増やす

データベースの種類や、同
時アクセス可能数を増やす
（第2次計画からの継続）

◆達成目標

段階的なプリント提供

◆結果

未達成

利用者用イ
ンターネット
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

レファレンス受付フォームからのレファレ
ンスの受付開始
2018年3月末までで58件受付･回答

レファレンス事例の公開　2018年3月末現
在で100件突破

レファレンス協働データベース事業への
貢献により、国立国会図書館より3年連
続で感謝状を授与された

★インターネット上の白書
類、統計は、プリントアウト
して提供できるよう内規を
見直す

ホームページからのレファ
レンス申し込みが少ない

職員の育成が不十分

レファレンスサービスの更
なるPR
（第2次計画からの継続）

必要予算の確保
（第2次計画からの継続）

レファレンススキルの底上
げが必要全職員を対象に年一回程度研修を行っ

た

★長期研修計画に組み込
み、レベルに合わせた研修
を継続的に受けられるよう
にする

研修結果のフィードバック
と、それを実務に活かすよ
う努める
（第2次計画からの継続）

◆結果

◆達成目標

県立図書館等、外部機関の研修を順次
受講した

◆結果

レファレンス研修の定期的な実施

専門書･事典などの高価な
資料を十分に購入する予
算の不足

（１）レファレンス

４．課題解決の支援

参考資料収
集と提供

職員のスキ
ルアップ

継続購入の資料を見直した

◆達成目標

メールレファレンスの受付開始

レファレンス事例の一般公開

日常生活の課題解決、調査研究の支援に加え、鎌倉という独自の歴史を持つ地の図書館としての使命を果たし
ます。

集中選書による効果的な収集

◆達成目標

◆結果

一般公開件数200件を目指
す
（第2次計画からの継続）

類縁機関への紹介も積極
的に行う
（第2次計画からの継続）

自館の図書館システムの中で、レファレ
ンス事例を蓄積・活用できるようになった

第2次サービス計画での達成目標と結果

レファレンス
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

項目 課題 第3次サービス計画での目標

館内複写
サービス

職員のスキルの向上

フロアーワークの強化
（第2次計画からの継続）

著作権についての職員研修を実施した

★上質紙を提供できる方法
を模索する

著作権法の周知に努める

読書相談事例が蓄積され
ていない

第2次サービス計画での達成目標と結果

◆達成目標

（３）読書相談

著作権法の周知と理解を
求める
（第2次計画からの継続）

◆達成目標

図書館間の調整を進める

ガイドラインに沿った内規を設定する

内規を策定した

◆結果

神奈川県立図書館以外の
図書館については、そのつ
ど相手館に複写の許可を
とっている

神奈川県内公共図書館間
での共通ルール作成に向
けて働きかける
（第2次計画からの継続）

読書相談事例の蓄積・公
開
（第2次計画からの継続）

（２）複写サービス

職員研修の継続的な実施により利用者
に十分な説明が行えるように努める

第2次サービス計画での達成目標と結果

◆達成目標

◆結果

内規を見直した

◆結果

読書相談が重要な業務だと位置づけでき
た

読書相談事例の公開はできなかった

読書相談事例の公開

カウンターで
の対応

相互貸借資
料の複写

再生紙を利用しているた
め、コピーの品質が低く、
保存に耐えないことがある

著作権の周知がまだ進ん
でいない
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イベント時にしかブックリス
トを作成できていない

◆結果

◆結果

時機に応じたテーマの本を様々な切り口
で紹介する

年間計画を立て全館で取り組む

ブックリストをホームページ
上で検索・活用しやすくす
る
（第2次計画からの継続）

年間５テーマを目標にパスファインダーを
発行

イベントにあわせたブックリスト作成に取
り組む

ホームページでの発信

イベントにあわせ、ブックリストを発行し、
ホームページで公開した

市民協働事業では特集展示資料の貸出
増加数を数値化した

時機に応じることと、計画を
立てることを両立することに
は困難がある
計画をたてるのは、イベント
関連特集としていくなど目
標設定に工夫が必要

市内どの館でも月１回程度
の特集入れ替えを目標とし
て、特集したことで図書館
の蔵書の広がりに気づい
てもらえる工夫をすすめる
（第2次計画からの継続）

特集コー
ナーの設置

◆達成目標
パスファインダーの作成に
関する研修が行われてい
ない

PDF形式でしかホームペー
ジに公開できておらず、検
索しにくい

パスファインダーを継続し
て作成していくとともに、ス
キルの継承を図る
（第2次計画からの継続）

◆達成目標

ブックリスト・
パスファイン
ダー（調べ方
案内）・リンク
集等

ツイッターによる毎日更新特集の実施
等、時機を捉え、さまざまなテーマで特集
を行った
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

チラシ作りのスキルアップ
を図る

対象者にあったPR方法、
場所などを考慮し、PRする
（第2次計画からの継続）

効果的なチラシの作成
（第2次計画からの継続）

PRマニュアルを作成する
（第2次計画からの継続）

PRマニュアルが作成できて
いない

２週間以上の周知期間を
確保する
（第2次計画からの継続）

◆結果

英語の利用案内はサービス変更箇所の
みの改定

◆達成目標

ユニバーサルデザイン化が
十分でない

図書館サー
ビス・イベン
トの周知方
法

図書館利用がしにくい方への情報発信に
留意する

サイン類の更新を行う

★全館で統一したサイン表
示に取り組む

利用案内・
館内サイン
の充実

◆達成目標

◆結果

ＰＲマニュアルの作成

サービス内容を網羅的に掲載するととも
にどこに求める情報があるかわかりやす
いページ作りに努める

システム更新によりホームページの修正
や新規更新がしやすくなった

ツイッターを活用している

サービス方針Ⅱ　ひろがる図書館

英語の利用案内の改定を行う

ピクトグラムを活用するなど、ユニバーサ
ルデザイン化を図った

第2次サービス計画での達成目標と結果

（１）広報活動の充実

１．図書館からの情報発信

図書館の弱点として常にあげられるのは、PR活動の不足です。現在ではSNSなども活用していますが、必要な人
に必要な情報を届けるにはまだまだ工夫と努力が必要です。
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

「かまくら図書館だより」が
定期的に発行できていない

図書館協議会内容の公開
を継続する
（第2次計画からの継続）

年次報告書作成にかかる
労力が多大であり、時間が
かかる

多くの人が関心を持つ報告
書にはなっていない

傍聴の募集は行っている
が、募集に十分な期間がと
れないことがある

第2次サービス計画での達成目標と結果

（２）図書館運営の情報公開

図書館協議
会の公開

傍聴募集の期間を２週間
程度確保する
（第2次計画からの継続）

年次報告は毎年発行、ホームページ公
開
「かまくら図書館だより」には統計のダイ
ジェストを掲載した
統計評価について全員研修でも取り上
げ、改善に向け、組織的に取り組んでい
る

◆達成目標

「図書館だより」を年４回定
期的に発行する
（第2次計画からの継続）

年次報告書作成の構成の
見直しと効率化
（第2次計画からの継続）

図書館の運
営・サービス
状況の公開

◆達成目標

◆結果

図書館協議会内容の公開を図る

◆結果

年度ごとにサービス計画の評価・見直し
を図り、サービスの実績とともに年次報告
書を掲載し、広報紙（「かまくら図書館だ
より」）などでも公開する

図書館協議会の傍聴希望者を募集し、協
議内容及び配布資料をホームページで
公開した
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

地域図書館と地域の市民
団体との連携がまだ不十
分

地域図書館と地域の市民
団体との連携を広げる
（第2次計画からの継続）

結果的に市民や協力者の
善意に頼る形になっている

活動や行事の場が旧鎌倉
地域（中央図書館）に偏り
がちである

第2次サービス計画での達成目標と結果

◆達成目標

◆結果

利用者懇談会を定期的に開催する

市民団体との関係を継続するとともに他
の団体との連携先を検討していく

利用者懇談会を開催した

年度ごとの重点項目、達成度の公開を
行っている

市民参画の様子は、随時「かまくら図書
館だより」に掲載した

サービス計画の進捗状況を公表し、透明
性のある図書館運営に努める

サービス計画全般の年度
ごとの進捗の評価が行えて
いない

市民や協議会委員と図書
館運営について話し合う機
会を継続的に持ち、サービ
スの向上に活かす
（第2次計画からの継続）

市民参画

（1）市民参画と協働

2．市民とともに

地域を核とした市民協働事業を行い、地
域資料の充実にもつながった

◆達成目標

市民協働

協働相手が固定化してお
り、新しい団体、個人が参
加しやすい体制を考える必
要がある

事業継続のため活動しや
すい環境を整える
（第2次計画からの継続）

年に一度のファンタスティック☆ライブリー（図書館まつり）をはじめとして、現在多くの市民団体との協働で、多種
の行事を行っています。今後も事業を持続していくための工夫が必要です。

★新しい団体や個人が参
加しやすい体制を整える

◆結果
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

◆結果

地域独自の問題や関心を
把握する
（第2次計画からの継続）

地域の課題を分析し、サー
ビスに活かす
（第2次計画からの継続）

★鎌倉というまち全体の分
析を行い、未利用者のニー
ズの把握を試みる

「利用者の声」を業務改善
に役立てる
（第2次計画からの継続）

地域性の把握やそれをい
かすための取り組みが不
十分

第2次サービス計画での達成目標と結果

◆達成目標

◆結果

利用者懇談会を実施する

行事等で実施しているアンケート結果を
分析して業務に役立てる

結果の公開に努める

開館時間･職員体制試行時のアンケート
は、結果を各館で掲示し、ホームページ、
図書館だよりでも公開した

未利用者や積極的に発言
しない利用者のニーズをど
う探るか

地域性の把
握

地域を知るためのイベント
や懇談会を開催する
（第2次計画からの継続）

（2）市民の声を活かす仕組み

利用者アンケートや統計資料、「利用者
の声」を分析し、第3次サービス計画策定
時の資料とした

市民ニーズ
の把握

◆達成目標

関連部署、機関と連携してニーズの把握
に努める

地域のイベントに地域図書館が参加した

地域の特性を活かしたイベントを開催し
た
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

活動の場所のPR
（第2次計画からの継続）

★支所業務の見直しに合
わせ、スペースの確保を検
討する作業や研究

のための場
所を作る

発表の場を求めている市
民へのアプローチが不足し
ている

気軽に学習成果を発表で
きる場を提供する
（第2次計画からの継続）

図書館の資料を使っての学習成果を、市
民が発表する場を提供している

図書館の役割として、市民
の学習成果の収集・公開を
行っていることがあまり知ら
れていない

学習成果を図書館の資料
とし、広く市民に公開する
（第2次計画からの継続）

高校生による科学研究発表、写真展な
ど、学習成果の公開と共有ができた

活動の場を工夫して提供し
つつあるが、不十分である

◆達成目標

◆結果

第2次サービス計画での達成目標と結果

市民の活動コーナー作りを進める

中央図書館では本の修理ボランティアの
活動の場を作った

腰越図書館では事務室内にボランティア
等と相談するスペースを作成した

（3）学習成果発表の機会の提供

発表の場を
作る

◆結果

市民講師による講座を定期的に開催し、
研究学習成果の公開と共有を図る

◆達成目標

市民の学習
成果を活用
する機会の
提供

◆達成目標

◆結果

ファンタスティック☆ライブラリー(図書館
まつり)の参加団体を増やす
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

委員数の増加を目指す
（第2次計画からの継続）

（4）図書館協議会

開催回数

◆結果

審議内容の検討

鎌倉市図書館振興基金のその設立意義
にあった有効な運用を目指す

図書館運営について協議し、直営を堅持
する答申を受けた

図書館振興基金の運用について審議を
行った

審議内容

第2次サービス計画での達成目標と結果

「鎌倉市図書館協議会市民委員公募選
考取扱要綱」を策定した

◆達成目標

図書館協議会の傍聴希望者を募集し、協
議内容及び配布資料をホームページで
公開した

◆達成目標

◆結果開かれた協
議会

図書館協議会内容の公開を図る
傍聴希望者の募集は行っ
ているが、十分な募集期間
が取れていない

委員同士の議論が十分で
ない

◆達成目標

傍聴希望の期間を２週間
程度確保する
（第2次計画からの継続）

図書館に関する専門的な
知識を持つ委員の不足◆結果

委員構成

長期的な審議計画が立て
られていない

★協議会運営の建て直し

★長期的な審議計画を立
てる

年４回の開催

市民の意見をより反映できるような委員
構成を目指す

★図書館の役割や機能を
十分に認識している多様な
人材の参画を求める

◆達成目標

◆結果

図書館協議会内容の公開
を継続する
（第2次計画からの継続）

予定回数以上の開催が困
難である

限られた回数で効率的に
会議が行えるようにする
（第2次計画からの継続）

図書館運営の状況を把握
できる年２回から６回程度
の回数を確保する
（第2次計画からの継続）

年間２回から６回程度、審議内容により
回数を増減し、情勢に適切に対応できる
ようにする
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

◆達成目標

古地図など、利用の多い資料は電子化し
て広く一般公開し、来館しなくても利用で
きる資料を増やす

独自の鎌倉関係資料の作成 鎌倉を調べるためのツール
の作成や、鎌倉関係資料
の作成により、利用者の利
便性向上と職員のスキル
アップの双方を実現する
（第2次計画からの継続）

サービス方針Ⅲ　１００年図書館

１　鎌倉らしいコンテンツの製作と発信

（１）郷土資料

第2次サービス計画での達成目標と結果

インターネット上で公開されているデータ
ベースを活用している

◆結果

鎌倉の調査のための資料
作成やツールの作成がで
きなかった

鎌倉の歴史
と地域を知る
ための資料
提供

鎌倉を調べるツールの作成

写真資料631点、錦絵44点、絵図・地図
12点、古典籍8点、震災資料77点、図書
館刊行物6点、計778点の資料をホーム
ページ上にデジタル公開した

データベースの数を増やす

鎌倉市は、武家文化の中心となった中世、信仰と遊山の場となった近世、別荘文化と鎌倉文士に代表される近
現代と、独自で多彩な歴史を誇る古都です。網羅的な郷土資料の収集とその保存継承は鎌倉市図書館の使命
です。

資料の修復について実技
研修が実施できていない

収集マニュアルの策定

書籍以外の資料の扱いについて基準を
作る

資料の保存計画を策定する

複数回の研修を行い、簡単な修復であれ
ば職員全員が一定のスキルを備えるよう
にする

◆達成目標

◆結果

担当者が変わっても網羅
的に収集を続けられるよ
う、収集マニュアルを作る
必要がある

郷土に関す
る資料の収
集

未達成

収集マニュアルの作成
（第2次計画からの継続）

少人数による修復実技の
研修の実施
（第2次計画からの継続）
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

市役所各部署への資料提供の呼びかけ
を行った

◆結果

収集・保存基準がない

毎年決まった時期に資料
提供の呼びかけを行い、収
集に漏れのないようにする
（第2次計画からの継続）

網羅的収集ができていない

◆達成目標

行政資料の収集･保存基準を作成する

行政資料の網羅的収集の実現に努める

収集保存基準を作る
（第2次計画からの継続）

◆達成目標

◆結果

行政資料について一定程度の知識と理
解を職員全員で共有する

未達成

的確な資料
の提供

行政資料がオープンデータ
化されていない

行政資料についての研修
を行う
（第2次計画からの継続）

◆達成目標

◆結果

市役所行政資料コーナー、議会図書室と
の連携を図る

行政資料のオープンデータ
化を進める
（第2次計画からの継続）

議会図書室の見学と担当者との意見交
換を行った

議会図書室との連携には
至っていない

議会図書室と連携して相互
利用について検討する
（第2次計画からの継続）

関係部署と
の連携

◆達成目標

◆結果

郷土とその資料について一定レベルの基
礎知識を全員が共有する

職員研修を年1回程度実施した

郷土につい
て調査研究
の成果の還
元

郷土に関する一定レベル
の基礎知識が共有できて
いない

鎌倉に関するレファレンス
事例を累計１0０件公開す
ることを目指す
（第2次計画からの継続）

第2次サービス計画での達成目標と結果

（２）行政資料

郷土に関するレファレンス事例の公開を
始めた

研修の継続実施により、全
体のレベルアップを図る
（第2次計画からの継続）

資料の網羅
的な収集と
保存
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市役所へのＰＲ(モーニング
メッセージの利用や、本の
リスト配布など)を行う
（第2次計画からの継続）

◆結果市役所の行
政サービス
の遂行と向
上への支援

行政サービス支援を念頭
に置いた選書も行う
（第2次計画からの継続）

市役所職員に対する継続
的な研修の実施
（第2次計画からの継続）

市役所職員へのＰＲができ
ていない

必要と思われる資料の不
足

未達成

図書館の行政サービス支援サービスの
PRをする

◆達成目標
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

★資料の避難訓練を行う

貴重書の管理基準のような
ものがない

◆達成目標

◆結果

コンピュータシステム更新に合わせて「貴
重書」の蔵書データを整備する

未整備

データの整
備

全ての貴重書について
個々の優先順位が明確に
なっていないため、それぞ
れのレベルをデータ入力で
きない

貴重書個々の優先順位を
明確にし、優先度の情報を
データ整備・入力する
（第2次計画からの継続）

◆結果

地下書庫以外での保管場所を確保し、貴
重書だけをまとめて保管する

災害を想定した資料保存計画を立てる

保存・管理

全ての貴重書を保管する
にはスペースが足りない

貴重書の優先順位を明確
にし、優先度にあった保管
をしていく
（第2次計画からの継続）

貴重書の一部を施錠可能な場所に保管
した

★基金での購入候補資料
が見つけにくい現状がある
ので、次善の策として、す
でに所蔵している貴重書の
中で、保存状態のよくない
ものを長く保存・提供できる
よう順次補修していく

将来的な利用方法も考え
ながら、管理基準を作成す
る
（第2次計画からの継続）

◆結果

◆達成目標

収集

鎌倉市図書館として収集保
存するのに相応しい資料を
見つけることがなかなか難
しい

★募金の活用方法の見直
し

◆達成目標

鎌倉市図書館では、鎌倉に関係する著名人の著作及び寄贈資料、鎌倉に関係する古文書・古写真・古絵葉書・
錦絵・絵画・書など、入手が難しいコレクション等を『貴重書』として保存しています。

鎌倉市図書館として収集保存するのに相
応しい資料を鎌倉市図書館振興基金を
活用し購入する

鎌倉市図書館振興基金を活用し、平成27
年度に「絹本彩色原画国際観光都鎌倉
市観光鳥瞰図」（補修処理含む）、平成30
年度に『写本倭国一覧路の記』『都道府
県別人物・人材情報リスト神奈川県2017
年版』を購入した

（３）貴重書

第2次サービス計画での達成目標と結果
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★和漢籍の目録を作る

項目 課題 第3次サービス計画での目標

絵葉書コレクションの登録・
デジタル化
（第2次計画からの継続）

収集・保存・
整理

◆達成目標

◆結果

写真資料のデジタル化を進め、ホーム
ページ等を活用して発表するとともに、貸
出用の複製資料を作成し、提供する

写真展で展示したパネルを各支所で巡回
展示し、役所の他部署、町内会等に貸出
した

未整理の資料がまだある
★平成31年度に、近代史
資料室の資料を出納できる
ようにする

提供

第2次サービス計画での達成目標と結果

◆達成目標

◆結果

保存方法の研究

所蔵資料データの作成整理を進める

近代史資料の整理基準を作成し、資料の
データ化を進める

「鈴木正一郎氏撮影写真」のネガの劣化
速度遅延処理、デジタル化、データ修正
等作業をした（約28,000コマ）

坂ノ下埋立計画関連史料等の寄贈を受
けた

保存スペースがないため積
極的に収集できない

資料の種類ごとの保存方
法を研究する
（第2次計画からの継続）

資料の種類ごとのデータ入
力フォーマットを作成する
（第2次計画からの継続）

近代史資料の整理基準を
作成し、資料のデータ化を
進める
（第2次計画からの継続）

資料の組織化が困難

写真資料631点、錦絵44点、絵図・地図
12点、古典籍8点、震災資料77点、図書
館刊行物6点、計778点の資料をホーム
ページ上にデジタル公開した

著作権の及ばない有効な
資料をデジタル化し、新た
に1,000件の公開を目指す
（第2次計画からの継続）

「（仮）貴重書提供要領」等を作成する

未作成

◆達成目標

◆結果
利用方法

「貴重書」の区分がなく、
データ状では貴重書かどう
かわからない

「貴重書」の区分を作り、さ
らに種類（サイン本、検定
本、戦前資料等）がわかる
ようにする
（第2次計画からの継続）

鎌倉の近代史に関する資料を後世に引き継ぐために、近代史資料の収集・整理・保存・提供を行っています。
収集・保存する資料は、図書資料だけでなく、古文書や古地図、写真等の文献資料もあり、一部ホームページで
公開していますが、利用者等からこれらを利用したいという要望が出されています。
しかし、現在整理・保存が追いつかず、収集した資料を提供できていないことから、近代史資料担当のあり方の
見直しを含めて、近代史資料を提供できる体制を整える必要があります。

（４）近代史資料担当
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

補助執行を解除して本来
の担当課に引継ぐ
（第2次計画からの継続）

項目 課題 第3次サービス計画での目標

「近代史資料室だより」の
内容を再考し、年２回の発
行を目指す
（第2次計画からの継続）

◆達成目標

成果発表の機会を作る

ボランティアの作業スペースの確保

調査研究
◆結果

「近代史資料室だより」の発刊

生涯学習センターギャラリーで写真展を
開催（来場者数：2,518名）

近代史資料集（第15集）の発行

「近代史資料室だより」（年
2回）の発行が遅れがちで
不定期となっている

作業スペースの確保は、保
存スペースもない原状で難
しい

★近代史資料室の調査研
究のあり方を見直す

第2次サービス計画での達成目標と結果

平成24年から補助執行の事業となり、ガ
イドラインを作成した

平成24年から補助執行の事業となった

（５）歴史的公文書

（６）市史編纂事業

第2次サービス計画での達成目標と結果

著作権の許諾を取っていな
い

市史編纂時の資料を公開
に向け、資料提供者への
許諾を取る
（第2次計画からの継続）

一次資料の所在調査がで
きていない

★市史編纂時の一次資料
の所在調査を行なう
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

トイレの改修
★地域館の拠点校への移
転に向けた検討

中央図書館の放送設備の
改修
（第2次計画からの継続）

中央図書館児童トイレを改修した

レイアウトの見直し
（第2次計画からの継続）

必要十分な採光、照度が
得られる環境が必要だが、
場所によって明るすぎたり
暗すぎたりする

閲覧スペース・席が不足し
ている

第2次サービス計画での達成目標と結果

◆達成目標

◆結果

中央図書館のブラインド修繕

地域館にLEDを導入した

十分な通路の確保、高すぎ
ない書架の設置が課題

トイレの改修
（第2次計画からの継続）

館内全般

レイアウトの見直し

新中央図書館建設の検討

大船図書館の耐震工事を実施した

玉縄図書館の壁紙修繕を実施した

◆結果

◆達成目標

長期的な修繕計画を立て、重要不可欠な
修繕を行っていく

案内板の点字表記や各表示の多言語化

ピクトグラムの活用による館内表示

中央図書館の会談、エレベーター等施設
設備の点字表記

◆結果

★本庁舎跡地への中央図
書館の移転を見据えた検
討

中央図書館、腰越図書館の除湿機の改
修

郷土資料の分担保存によ
り、リスクを分散させる
（第2次計画からの継続）

資料保存に適した空調が
行える環境を整える
（第2次計画からの継続）

保存スペース確保
（第2次計画からの継続）

自然災害に備えた資料保
存場所の設置

中央図書館前の側溝のくぼみを解消した

ユニバーサルデザイン化が
まだ不十分

書架が高い

ピクトグラムの活用による
館内表示
（第2次計画からの継続）

道路から館内までの点字ブ
ロックの設置
（第2次計画からの継続）

施設のバリ
アフリー化

分担保存区分の見直しと書庫の有効活
用を図る

◆達成目標

館外の保存スペース確保に着手する

２．施設･設備の充実

資料の保存
スペース

児童書と貴重書の一部の分担保存達成

中央図書館のブラインド修
繕
（第2次計画からの継続）
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書架が高い

★行政センター内のスペー
スの活用を検討する

★フリーWi-Fi 導入

ニーズ把握のための工夫
を立案し、実行する
（第2次計画からの継続）

おはなしコーナーの修繕・
特にじゅうたんのクリーニン
グなども視野にいれる
（第2次計画からの継続）

中央図書館の多目的トイレの設置

中央図書館児童トイレを改修した

◆達成目標

◆結果

視聴スペースの設置を検討

未整備

視聴覚資料
スペース

現在の建物では視聴覚ス
ペースを設けるのは困難

深沢図書館の児童コーナーのじゅうたん
を張り替えた

視聴覚スペース確保に向
けた検討
（第2次計画からの継続）

◆達成目標

◆結果

情報検索レ
ファレンス
サービスス
ペース

コンピュータシステム更新時に地域館イ
ンターネットコーナーにプリンター設置を
検討

未達成

図書館資料ではないホー
ムページ情報の著作権上
の複写範囲が明確ではな
い

地域館にデータベース専用
の端末がない データベース専用端末を地

域館に設置
（第2次計画からの継続）

◆達成目標

独立したグループ学習スペースの確保や
防音を検討

◆結果

中央図書館多目的室をグループ学習へ
開放することを試みた

腰越図書館で、中高生自身によるYA書
架改造作業を試みた

ＹＡコーナー

地域館では独立スペースを
設けることは現状では困難

ＹＡのニーズをつかみ、コー
ナーを使いやすく魅力ある
ものにしていく
（第2次計画からの継続）

レイアウト変更により、中央図書館YA
コーナーに閲覧席を増やした

新たな建物に図書館が入
る場合は、独立した子ども
用スペースの設置や、防音
を検討
（第2次計画からの継続）

授乳室の確保

中央図書館に多目的トイレを設置、行政
センター内に使いやすい授乳スペースを
確保する

◆結果

新たな建物に図書館が入る場合は、独立
した子ども用スペースの設置や、防音を
検討する

◆達成目標

児童コー
ナー

地域館では、同フロアーで
の多目的トイレ、授乳室の
設置は現状として難しい

親子でゆっくり絵本を読ん
でもらえるコーナーとして周
知
（第2次計画からの継続）
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必要な資源を洗い出し予算
要求
（第2次計画からの継続）

各館とも狭隘で新たなス
ペースの確保は困難

レイアウトの工夫でスペー
ス確保に向けた検討
（第2次計画からの継続）

行政センター内の学習センタースペース
で飲食可能になった

玉縄図書館においては市民協働事業で
パネルを購入

大船図書館等では、カウンター周りの空
間を集会スペースとして使用

複合施設など活用できる施
設内及び周辺環境まで視
野を広げて必要なスペース
を確保していく
（第2次計画からの継続）

腰越図書館は支所に図書館のお知らせ
パネルを設置したり、お話会を裏庭や建
物エントランスを想定するなど、複合施設
他のスペース活用も模索している

依然として、空間のゾーニ
ングや集会スペースは不
十分
展示するための資源も不
足しており、一層の工夫と
調達について努力が必要
特に老朽化が目立つもの
は対策が必要

集会・展示ス
ペース

◆結果

中央図書館の事務室のレイアウト変更に
より、ボランティア活動コーナーを作る

◆達成目標

中央図書館では本の修理ボランティアの
活動の場を作った

◆達成目標

◆結果

スペースを確保し効果的な展示を行う

各館とも展示パネルの活用、確保につと
め、ファンタスティック☆ライブラリー、いじ
め対策などを契機に展示を一定行った

腰越図書館では事務室内にボランティア
等と相談するスペースを作成した

市民交流ス
ペース ★敷地内に新たなスペース

を検討する

中央図書館内に交流ス
ペースを作るのは困難であ
る

行政センター内で調整し、飲食スペース
の整備に着手

大船図書館の椅子とソファを新しくした

くつろぎのス
ペース

◆達成目標

◆結果
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項目 課題 第3次サービス計画での目標

市民安全課との連携をは
かる
(第2次計画からの継続)

土日想定の訓練の実施
（第2次計画からの継続）

浸水地域に書庫がある ★資料の避難訓練の実施

資料の劣化への対応が不
十分

資料の劣化への対応
（第2次計画からの継続）

中央図書館
の耐震化

公共施設再編計画の進捗
状況を見据えながら、耐震
化に向けて調整を図る
（第2次計画からの継続）

第2次サービス計画での達成目標と結果

◆結果

耐震診断結果に応じた対応をとる

平成26年７月18日に耐震診断を実施した

関係課との協議を図った

公共施設再編計画におけ
る本庁舎跡地への移転を
見据えて、検討を行わなく
てはならない

◆達成目標

◆結果

継続的に研修を行う

◆達成目標

市民安全課に協力を仰ぎ、不審者等へ
の対応における研修を行った

トイレへの定期的な巡回を行っている

見回りの強化

館内の安全
強化

市民安全化と連携し、必要に応じ見回り
を行っている

不審者対応も含めた危機
管理マニュアルの見直しが
必要

自然災害への対応を検討
する必要がある

不審者対応も含めた危機
管理マニュアルの見直し
（第2次計画からの継続）

３．危機管理体制の強化

資料保存

★災害発生時の事業継続
計画を策定する
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項目 課題 第3次サービス計画での
目標

技術の継承が危機に瀕し
ている

専門業務嘱託員、業務嘱
託員の配置についても、会
計年度任用職員制度の開
始に合わせて見直しが迫ら
れている

職員の自己研修を推進
（第2次計画からの継続）

司書資格取得の推進

★事務職員の司書職への
配転への道を探る

職員の配置

それぞれの組織に合わせ
た効率的な運営を考える
（第2次計画からの継続）

S:Servey（調査）
P:Plan(計画）
D:Do（実行）
C:Check(評価）
A:Act(改善）ほぼ達成

経験年数に応じた専門的
な研修への参加と職場還
元が課題

長期的な研修計画が不十
分

◆達成目標

◆達成目標

◆結果

事務職採用の職員のうち、司書資格を取
得した職員については、短期間での異動
は行われていない

職員課の自主研修制度を活用して、司書
資格を取得する職員が増えている

専門業務嘱託員を平成29年度から配置
し、定例的な児童向け行事やカウンター
業務を担当することで、職員の業務の軽
減につながり、新たなサービスへの取り
組みにつながっている

習熟に必要な配置期間の確保

長期的に図書館の中核的
役割を担う司書職員の採
用を目指す
（第2次計画からの継続）

神奈川県図書館協会、神奈川県立図書
館主催の研修への参加

研修計画をたて、積極的に参加する

職場研修の継続的開催

文部科学省等主催の図書館司書専門講
座、日本図書館協会主催の児童図書館
員養成専門講座等を受講し、職場に還元
する

自己研修を支援する

◆結果

事務職採用の職員のうち、
司書資格を取得した職員に
ついては、異動に考慮する
仕組みを要望しているが、
明確な規定はない

司書職の採用は平成5年
度以降行われていない

第2次サービス計画での達成目標と結果

４．市民の活動を支える職員の育成

研修

長期的な研修計画を立て、
それに沿って進める
（第2次計画からの継続）

図書館の職員は、正規職員である技術職員、事務職員と非常勤嘱託職員で構成されています。非常勤嘱託職
員や人事異動がある事務職員には知識や技術にばらつきがあることから、その能力の向上を図り、知識とスキ
ルを確実に継承して、これまでの図書館サービスを維持継続していける体制を作らなくてはなりません。
また、20年以上技術職員が採用されてきませんでしたが、効果的な図書館運営を行うためには、図書館サービ
スの知識、技術だけでなく、図書館運営全体をコーディネートする能力を有し、それに加えて鎌倉のまちと図書館
の資料と利用者をよく知る技術職員の採用と育成が必要です。

★SPDCAサイクルを実行
する
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